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１　いじめの防止等の取組を推進していく基本理念 
　人権教育を推進し、自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること、それが態度や行動に

現れるようになることを目指す。 
　いじめはどの学級にも、どの児童にも起こり得ることから、誰もが安心して学校生活を送れるよ

うに、全教職員が共通理解を図り、同一歩調の下、いじめのない学校づくりに取り組んでいく。 
　また、学校と地域、家庭、その他の関係機関との連携も積極的に行っていく。 
 
２　いじめの防止等の対策のための組織 
　学校内において、以下の構成員により、いじめ防止等の組織的な取組を推進するための組織

を置く。 
全教職員で共通理解を図り、学校全体でいじめ対策を行う。 
◯組織名称：いじめ防止対策委員会 
◯構 成 員：校長・副校長・児童支援専任・支援教育コーディネーター・教務主任・ 
　　　　　学年主任・養護教諭・SC・SSW 
◯委員会の取組内容 
　①　いじめをなくすための取り組み企画 
　②　いじめ情報発生時、いじめ対策会議の招集 
　③　指導方針の決定・指導体制の編制・保護者対応 
 
３　いじめの未然防止の取組 
　いじめはどの児童にも起こりうるという事実を踏まえ、すべての児童を対象にいじめに向かわ

せないための未然防止に取り組む。 
 
（１）児童が主体的に参加・活躍できるような授業づくりや集団づくりを行う。 
　　　①校内研究を中心にした、楽しくわかりやすい授業づくり（ユニバーサルデザインの　　　　視

点に立った授業づくり）に努め、できることが実感できるようにする。 
　　　②ソーシャルスキルトレーニングを行ったり、朝の会、帰りの会などで互いに認めあ　　　　え

る場をつくったりして、受容的な雰囲気と規律を大切にした集団作りに努める。 
　　　③ 学級活動を充実させる。話し合いのスキルを身につけるようにし、児童の思いを　　　　大
切にするとともに、行事における集団づくりを大切に進める。 
 
（２）学校の教育活動全体を通じ、児童の自己有用感を高められる機会を充実させる。 
　　　①児童会を中心に、「あいさつ運動」や「ありがとうの手紙」などを企画する。 
　　　②異学年交流「なかよし活動」を定期的に行い、関係づくりを行う。 
　　　③委員会活動を充実させ、児童の主体性を高める。 
 
（３）学校の教育活動全体を通じて、人権教育、道徳教育の充実や、読書活動、体験活動な　　　

どの推進をする。 
　　　①道徳の授業の中で、計画的に「いじめ」をテーマにした教材を扱うなどして、人権　　　　教

育の充実に努める。 
　　　②読書の時間に、「いじめ」を扱った本を紹介したり、読み聞かせを行ったりして　　　　　「い

じめは絶対にゆるされないという」意識づけを行う。 
　　　③ユニバーサルデザインの視点にたった環境整備を行う。（道具箱や掃除用具入れの　　　

　整理の仕方を写真で掲示する 
 
（４）いじめ（インターネット等によるいじめを含む）について、校内研修や職員会議で積　　　極的

に取り上げ、平素からの共通理解を図るとともに、児童、保護者に対しても周知　　　徹底を図

る。 



　　　①職員研修として、いじめに関する研修や、様々な児童（発達障害を含む障害のある　　　　

児童、外国につながりのある児童、性同一性障害及び性的指向・性自認に関わる児　　　　童等）

理解の研修を行い、共通理解を図り、いじめをキャッチする感性を磨く。 
 
（５）教育相談ウィークを実施し、児童との面談の場を持つ。 
　　　①６月、１１月、２月の中休み・昼休みを使って、児童との面談の場をもつ。 
　　　②面談したことをもとに、教育活動にいかす。 
 
（６）学校、ＰＴＡ、地域の関係団体等と活動を共にする場やいじめの問題について協議す　　　る

機会を設けるなど、家庭、地域と連携した取組を推進する。 
　　　①家庭確認や個人面談の場を設定し、日頃から家庭との連携を密にする。 
　　　②学校だより、学年だより、学校ホームページなどで、学校や学年の方針などの情報　　　　

発信を行う。 
 
（７）幼保小が連携を深め、教育活動を工夫して、なめらかな接続を実現することで、未然　　　防

止に努める。 
　　　① 校区内保育園・幼稚園との交流や情報交換を行い、学びや育ちについての理解を　　　　
深める。 
　　　②１年生スタートカリキュラムを実施する。 
 
４　いじめの早期発見の取組 
　日頃からの児童の見守りや信頼関係の構築に努め、児童が示す小さな変化を見逃さないよう

にアンテナを高く保つ。また毎月、教育委員会へいじめの月間報告を行い情報を共有する。 
 
（１）日常的な観察を充実させ、児童の様子に目を配る。 
　　　①朝の健康観察をしっかり行い、児童の様子を把握するようにする。 
　　　②休み時間に児童と会話したり遊んだりすることにより、実態把握に努める。 
　　　③気づいた情報に対して、報告・連絡・相談を徹底する。 
　　※特に発達障害を含む障害のある児童、外国につながりのある児童、性同一性障害及び　　

　性的指向・性自認に関わる児童等については注意深く見守る。 
　　※インターネットを利用したいじめがあること、被害児童がいじめを否定する場合もあ　　　るこ

となども留意する。 
 
（２）定期的なアンケート調査や教育相談の実施等により、児童がいじめを訴えやすい体制　　　

を整え、いじめの実態把握に取組む。 
　　①学期に１回アンケートを実施し、実態把握に努める。（６月・１１月・２月） 
　　　※１年生のみ６月は実施しない。 
　　②アンケートに「相談したいことがある」の項目を設け、児童が相談できる場を作る。 
　　③気になることがある児童に対しては、担任や支援教育コーディネーターが話を聞くな　　　ど

して状況を把握し、教育カウンセラーにつなぐ。 
 
 
 
（３）在籍する児童及びその保護者、教職員がいじめに関する相談を行うことができる体制　　を

整備する。 
　　　①懇談会や面談、家庭訪問などを通し、定期的に相談できる機会を作る。 
　　　②問題が生じたときには、支援教育コーディネーターを中心に子どもや保護者の相談　　　　

をどのように進めるか対策を講じ、効果的な教育相談を行う。 



　　　③教師間では、情報の共有に努め、問題が生じたときには、担任だけでなく、学年　　　　主

任等、複数の教員が関わり、問題解決に導くようケース会議を開き、組織的に対　　　　応する。 
 
５　いじめへの対処 
　発見・通報を受けた場合には、特定の教員で抱え込まず、速やかに組織的に対応する。 
被害児童・保護者に対して、詳細な調査の実施を提案する。 
（１）被害児童を守り通すとともに、いじめをやめさせ、その再発防止のために、教育的配　　　慮

のもと毅然とした態度で加害児童等を指導する。 
　　　①被害児童に聞き取りを行い、いじめを受けた児童を保護する。 
　　　（担任、学年主任など）→保護者に報告 
　　　②周囲の児童に聞き取りを行い、事実確認を行う。 
　　　③加害児童に聞き取りを行い、指導を行う。（担任、学年主任など） 
　　　　→保護者に報告　 
　　　④状況により、クラス、学年の児童に指導する。 
　　　⑤教育委員会へ報告する。 
　　　⑥いじめられた側・いじめた側への継続的な指導・支援を行っていく。 
　　　⑦解決をする。 
（２）教職員全員の共通理解、保護者の協力、教育委員会への報告、関係機関・専門機関と　　　

の連携のもとで対応する。 
　　　①職員会議、及び打ち合わせ時にいじめの状況を報告し、共通理解を図る。 
　　　②状況に応じ、保護者会などを開催し、保護者の協力を得る。 
　　　③状況に応じ、教育委員会や外部機関と連携をとり、組織的に対応する。 
 
 
（対応経路） 
 
 
　　　　　　　　　⇒　　　　　⇒​ ​ 　⇒　　　　　　　　　　　　　　⇒ 
 
 
 
 
　　　　　　　　いじめ防止対策委員会（状況把握・メンバーの決定） 
　　　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　　いじめ防止対策会議（指導方針の決定・指導体制の編成・保護者への連絡） 
　　　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　　　　　　　　　いじめ防止対策会議の結果を受けて対応 
　　　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　　　　　　　職員打ち合わせ、支援会議にて報告、共通理解 
 
​  
 
 
６　重大事態への対処 
　重大事態が発生した場合は教育委員会と連携し調査を行う。調査は重大事態に対処するとと

もに、同種の事態の発生の防止に資するために行うものである。 
　①いじめ防止対策委員会の判断により、重大事態として判断した場合、管理職より、市　　　の

機関に連絡。 



　②指示に従い、いじめ防止対策委員会を開き、具体的対応や分担を相談し、指導を実施。 
　③いじめ防止対策委員会で発生防止のための対応策を検討実施。 
 
７　その他 
児童の悩みや不安を受け止める相談窓口の積極的紹介に努める。 
「相模原子どもSOSダイヤル」 
「人権１１０番」 
「チャイルドライン」 
「ヤングテレホン」など 
 
 
 
 
 
 
 
 


